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英語専攻大学生の英語辞書使用に関する調査（1）

寺 嶋 健 史

は じ め に

英語学習において辞書が不可欠であることは言うまでもない。近年では，従

来の印刷辞書や電子辞書に加えて，パソコンやスマートフォン（以下「スマホ」

と称す）などの情報端末機器を使ってウェブ上の無料辞書サイトにアクセスし

たり，辞書専用アプリをダウンロードする方法が普及している。このことは，

英語学習者の辞書使用事情にも影響を及ぼしていると考えられる。実際に，ス

マホの辞書としての活用に関する研究も進んでいる。例えば，小山（2019）は

電子辞書に代わるスマホの可能性に関する4年間の一連の研究成果を報告して

いる。英文読解時における語彙の定着などの学習効果において，スマホと電子

辞書との間に有意な差はまだ見られないとしている。田吹（2019）では大学の

英語授業におけるスマホ利用について調査し，辞書機能以外の娯楽に誘惑され

ない手立てを講じればスマホは有効的に働くとしている。以上のような状況を

踏まえて，本研究では英語を専門的に学ぶ目的で入学した大学生に限定して，

新しい辞書ツールも含めた辞書使用の実情について調べることにした。なお，

調査事項が多岐にわたるため，紙面の制限の関係で2回に分けて研究結果を報

告することにし，本論はその前半（1）である。

1．研 究 概 要

この章では，本研究の概要について，目的，対象と実施方法，アンケートの



順に紹介する。

1－1．目的

英語を専門に学ぶために入学した大学生（以下「英語専攻の被験者」と称す

る）の過去から現在に至るまでの辞書使用に関する実情を把握する。

1－2．対象と実施方法

四年制私立大学の英語専攻学科に入学した1年生81名を対象に，過去の英

語辞書の使用および受けた辞書指導に関するアンケートを，入学後3週間の時

点における必修授業内で実施した。有効回答者数は78名である。

英語専攻被験者特有の傾向があるかどうかを調べるため，英語専攻被験者を

対象にした類似の先行研究に加え，英語を専攻しない大学生（以下「非専攻の

被験者」と称する）を対象にした先行研究結果も含めて比較・分析を試みる。

1－3．アンケート

本アンケートは，以下の6つの内容に関する設問で構成されている。実施し

たアンケートのコピーは論末資料として掲載している。

被験者の基本情報 A）使用辞書の形態 B）使用辞書の種類

C）一般的な辞書使用 D）辞書指導 E）辞書使用の実演

本論では，基本情報からC）までの各設問の集計結果を紹介し，残りのD）と

E）および全体の考察は後半として別論で扱うこととする。

2．結 果 と 分 析

本研究の結果を次のように分析する。まず設問毎に単純集計結果を表で示し，

さらにその設問に関連する先行研究結果を独自にまとめた表も示すことで，英

語専攻被験者に見られる特徴や傾向の分析を試みる。
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性別
人数 ％

男 32 41．0
女 46 59．0

現在，英語は
人数 ％

好 き 48 61．5
どちらかと
いえば好き 26 33．3

どちらかと
いえば嫌い 4 5．1

嫌 い 0 0

英語は 中学校 高 校
人数 ％ 人数 ％

得 意 41 52．6 17 21．8
どちらかと
いえば得意 20 25．6 50 64．1

どちらかと
いえば不得意 8 10．3 8 10．3

不得意 8 10．3 2 2．6

現在使用している英和辞書
人数 ％

ジーニアス 38 48．7
アンカー 13 16．7

オーレックス 9 11．5

ウィズダム 1 1．3
ライトハウス 1 1．3
不 明 16 20．5

課外での英語経験
人数 ％

小学校 35 44．9
中学校 60 76．9
高 校 67 85．9

大 学 26 33．3

所持冊数／台数
印刷辞書 電子辞書

人数 ％ 人数 ％
1 21 26．9 32 41．0
2 17 21．8 30 38．5

3 5 6．4 6 7．7
4 1 1．3 0 0
無回答 34 43．6 10＊ 12．8

表1 被験者の属性と基本情報

＊複数回答

＊うち5名は所持しているはず

2－1．基本情報

被験者の属性と基本情報の結果は表1にまとめている。全被験者の9割以上

が英語好きで，8割は英語が得意であり続け，課外で英語に触れる割合がどの

学校種でもそれなりに高い。英語専攻被験者ならではの典型的な結果である。

約半数の被験者が大修館「ジーニアス」を使っている。使用辞書名を調査し

た畠山（1996），Hatakeyama（1998），西村他（2000），畠山（2001）でも同様

の結果となっている。大半の電子辞書に「ジーニアス」が収録されていること

がその要因の1つと考えられる。現在使用している英和辞書は初めて所持した

ものから数えて何冊目（何台目）か尋ねたところ，電子辞書は2台までで62

名になり全体の8割を占める。電子辞書は高価なこともあり1台目という回答

が4割を占めることには理解できるが，印刷辞書については21名（27％）が
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言語生活編集部
（1984）

畠山
（1996）

浅羽
（1997）

Hatakeyama
（1998） 本研究

非英語専攻 非英語専攻 経営 法 外国語 英語専攻12％ 全英専

0冊 13．6％ 0％
1冊 40．6％ 39．2％ 38．3％ 42．5％ 35．7％ 32％ 47．7％
2冊 18．6％ 44．5％ 46．8％ 43．7％ 29．7％ 48％ 38．6％

3冊以上 27．2％ 15．7％ 12．7％ 13．8％ 34．5％ 20％＊ 12．7％

表1Ａ 所持している英和辞書の冊数

＊英語専攻者は35％

1冊目と回答している。英語専攻大学生が現在も中学生用の辞書を使っている

か，あるいは中学生の時から高校生用辞書を使い続けているのだろうか。印刷

辞書については34名が無回答であり，記入漏れまたは全く所持していない被

験者が4割以上いることになる。また，表中の＊印の10名のうち5名は後の

電子辞書使用に関する設問に回答していることから，本来ではこの設問で電子

辞書所持台数に回答していなければならないはずである。

大学生の英和辞書の所持冊数に関して調査した4つの研究結果と，本研究の

「無回答」を除いた印刷辞書の所持率を並べると表1Aのようになる。

言語生活編集部（1984）は被験者144名中の文化系学生（非英語専攻）59名

のデータ値である。3冊以上が27．2％で他の研究結果より高いのは，電子辞

書が普及する前の80年代には入学時等に新しく辞書を購入することが多かっ

たためと思われる。電子辞書が普及し始めた90年代以降の調査では10％台に

下がるが，被験者が英語・語学系専攻の研究では30％台になる。Hatakeyama

（1998）は表では20％であるが，その詳細は英語専攻者の所持率が35％で非専

攻者は18％であったとしている。本研究では12．7％と低いが，これは電子辞

書に加えてウェブ上の辞書サイトなど様々な辞書ツールが発達している時代で

あるため，印刷辞書所持冊数には表れていないと思われる。そこで，次の辞書

に関する設問の最初に，様々な辞書ツールの利用に関する結果を紹介する。

74 言語文化研究 第40巻 第1号



所 持
不所持 所持率 使用率

（所持者）
使用率
（全体）使 用 不使用

印刷辞書 80 376 151 75．1％ 17．5％ 13．2％
電子辞書 444 75 88 85．5％ 85．5％ 73．1％
タブレット 32 10 565 6．9％ 76．2％ 5．3％

スマホ 335 7 265 56．3％ 98．0％ 55．2％

表2 辞書の所持と使用の人数と比率

2－2．辞書に関する設問

この節からは，辞書に関する各種設問の集計結果を紹介していく。

2－2－1．使用辞書の形態に関する設問

2－2－1－1．使用辞書の形態

近年増加しているウェブにアクセスするオンライン辞書・翻訳機能や，スマ

ホ内蔵または専用アプリをダウンロードしてオフラインで使える辞書を含めた

辞書使用の実態に関する調査事例はまだ少ない。鞆（2012）は大学生607名に

対して各種携帯情報端末の利用状況調査を実施した。本研究に関係する端末を

抜粋してそれぞれの所持／使用者数とその比率を独自にまとめた結果が表2で

ある。印刷辞書の所持率は高いが使用率は低い。電子辞書は所持率も使用率も

高い。タブレットの使用率は高いが，所持率が低いため全体の使用率が極端に

低くなってしまっている。被験者の56．3％が所持するスマホの使用率は98％

であるが，タブレットと同様に所持率が全体の使用率を低下させている。次に，

各種端末の電子辞書としての用途率は，スマホ（48．0％），携帯電話（29．4％），

タブレット（11．9％），ノート PC（12．9％）となっている。また，携帯情報端

末があれば印刷辞書は不要という学生が全体の38．9％を占める。1）

本研究では，鞆（2012）の時代とは違い，被験者全員がスマホを所持してい

る。各学校種での授業と授業外における各種形態の辞書の使用状況を複数回答

で尋ねた結果は表3である。回答選択肢の「不所持」とは形態の種類に関係な
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く辞書自体を所持していない場合を，「不使用」は何らかの形態の辞書を所持

していながらどの辞書も使わない場合を，それぞれ想定している。

学校種別に見ると，小学校時に既に辞書（大半が印刷辞書）を使っていた被

験者がわずかにいる。この中には授業（外国語活動）と授業外の両方で使った

と回答した4名が含まれる。参考までに，被験者全78名の約半数の35名は小

学校時に課外で何らかの形で英語に触れた経験を有する（表1）。中学校では，

印刷辞書使用者が最も多いが，授業外になると電子辞書使用者が増加する。そ

の一方で，4分の1近くが辞書不所持であり，何らかの辞書を所持しながら

小学校 中学校 高 校
授 業 授業外 授 業 授業外 授 業 授業外

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
印刷辞書 5 6．4 8 10．3 28 35．9 24 30．8 30 38．5 18 23．1
電子辞書 0 0 1 0 9 11．5 15 19．2 56 71．8 61 78．2

オンライン 0 0 0 0 0 0 3 3．8 3 3．8 14 17．9
アプリ 0 0 0 0 2 0 3 3．8 3 3．8 15 19．2
不所持 47 60．3 45 57．7 21 26．9 20 25．6 2 2．6 1 1．3

不使用 15 19．2 14 17．9 16 20．5 14 17．9 2 2．6 0 0
無回答 9 11．5 10 12．8 5 6．4 5 6．4 1 1．3 4 5．1

大 学 全校計
授 業 授業外 授 業 授業外 合 計

人 ％ 人 ％ 人 数
印刷辞書 14 17．9 9 11．5 77 59 136
電子辞書 70 89．7 63 80．8 135 140 275

オンライン 3 3．8 12 15．4 6 29 35
アプリ 3 3．8 12 15．4 8 30 38
不所持 0 0 0 0 70 66 136

不使用 4 5．1 3 3．8 37 31 68
無回答 1 1．3 7 9．0

表3 過去における各種辞書形態使用状況（複数回答）
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使っていなかった「不使用」の数を含めると全被験者の半数近くを占める。不

使用の理由は2－2－2－2．で触れることにする。高校では，電子辞書使用者数が

印刷辞書使用者数を上回るが，数値を見ると「授業では印刷辞書，授業外では

電子辞書」の傾向がうかがえることから，電子辞書が普及した現在でもその方

針の高校が一定数あると思われる。大学入学後は，電子辞書使用者数（特に授

業で）がさらに増加し，逆に印刷辞書使用者数は減少する。オンラインやアプ

リ等の新しい辞書ツールの使用者数は多くても2割に満たない。

大学生を対象に各種形態の辞書使用状況を調べた他の研究結果を，本研究の

結果と比較できるようにまとめたのが表3Aである。高橋他（2014）は，被験

者の中学校・高校時代に加えて，現役中学生に対しても調査している。時國

（2016）は使用頻度を4段階で尋ねており，具体的な値が示されていないため，

表では大小関係のみとなっている。小山・山西（2017）は同（2016）に続いて

入学直後と1年後の各種辞書使用について調査している。2）入学直後は電子辞書

使用者が6割であるが1年後には3～4割に減少する。印刷辞書使用者は入学

時に既にわずか6％である。これらとは逆にオンライン翻訳機能・辞書機能の

割合は増加傾向にあり，スマホアプリは倍増している。英語専攻者が含まれる

と思われる教育系学部生に限定すると，本研究の結果にやや近くなる。また小

山・籔越（2018）によると，辞書情報を必要とする時には7割以上がスマホを

使って辞書専用アプリではなく無料のウェブ翻訳サイトを使い，電子辞書使用

者は2割弱であったとしている。藤田（2019）ではオンライン辞書使用が最多

である。

以上の結果から，どの研究でも電子辞書が多く使われるのに対し，印刷辞書

使用者は極端に少ない。一方，スマホでウェブ上の無料の辞書や翻訳サイトを

利用する割合が増加傾向にある。英語専攻者に見られる特徴としては，電子辞

書使用率が他より高いことと，印刷辞書使用率が少し高いことであろう。

被験者の高校時代と中学校時代の各種辞書使用頻度を調査した事例も本研究

結果と比較できる形で表3Bに示す。まず高校時代についてみると，大学生と
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同様に電子辞書が最も多い。しかし次位は印刷辞書である。新種のツールはま

だそれほど使われていない。次に中学校時代を見ると，印刷辞書が主流である。

教科書巻末のワードリストもかなり利用されている（この点は2－2－2－2．でも

触れる）。電子辞書は1～2割程度で，新ツールはそれ以下である。

参考までに，2015年に実施された第5回ベネッセ学習基本調査（小学校編，

高橋他（2014）：教育学部全般（英語専攻を多少含む可能性）
電子辞書
（83％）

ネット
（48％）

印刷辞書
（7％）

教科書ワード
リスト（1％）

時國（2016）：文学部（英語専攻も含まれる可能性）
電子辞書 ネット 携帯内蔵 印刷辞書

小山・山西（2017）：社会科学系と教育系 ＊「読むとき」の値

入学直後 電子辞書
（60．4％）

ウェブ翻訳
（19．4％）

スマホアプリ
（13．4％）

印刷辞書
（5．9％）

1年後

授業中 ウェブ翻訳
（34．2％）

電子辞書
（32．9％）

スマホアプリ
（31．6％）

印刷辞書
（0．6％）

自宅学習 電子辞書
（37．8％）

ウェブ翻訳
（28．7％）

スマホアプリ
（27．4％）

印刷辞書
（5．5％）

教育系学部生に限定

入学直後 電子辞書
（60．6％）

印刷辞書
（15．2％）

ウェブ翻訳
（21．2％）

スマホアプリ
（3．0％）

1年後 電子辞書
（59．4％）

スマホアプリ
（18．8％）

ウェブ翻訳
（15．6％）

印刷辞書
（6．3％）

藤田（2019）：非英語専攻？

上位群 オンライン辞書
（49．38％）

電子辞書
（25．93％）

オンライン翻訳
（14．81％）

印刷辞書
（9．88％）

下位群 オンライン辞書
（55．22％）

電子辞書・オンライン辞書
（17．91％）・（17．91％）

印刷辞書
（8．96％）

本研究：英語専攻のみ

授 業 電子辞書
（89．7％）

印刷辞書
（17．9％）

オンライン
（3．8％）

アプリ
（3．8％）

授業外 電子辞書
（80．8％）

アプリ・オンライン
（15．4％）・（15．4％）

印刷辞書
（11．5％）

表3Ａ 各種形態辞書の使用率に関する先行研究との比較
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中学校編，高校編）の中の，本研究の内容と関係がある質問とその回答を抜粋

する。「家ではどのような勉強の仕方をすることが多いか」の質問の中の「辞

書（英語・国語など）を引く」に対する結果は表3Cである。さらに，「よく

する

中学生 高校生
よくする 12．8％ 23．9％

ときどきする 27．6％ 31．9％
あまりしない 34．4％ 27．6％
ほとんどしない 24．4％ 16．4％

無回答・不明 0．9％ 0．3％

表3Ｃ 辞書（英語・国語など）を引く
」と「ときどきする」と回答した

人に対して，「パソコンやスマートフォ

ン，タブレットなどを使って次のよう

なことをするか」の質問から本研究に

関係するものを拾い上げたのが表3D

である。実施された2015年は本研究

の被験者が中学3年生の時である。

•高校時代
高橋他（2014）

電子辞書
（84％）

印刷辞書
（45％）

教科書ワード
リスト（16％）

ネット
（6％）

本研究：英語専攻

授 業 電子辞書
（71．8％）

印刷辞書
（38．5％）

オンライン
（3．8％）

アプリ
（3．8％）

授業外 電子辞書
（78．2％）

印刷辞書
（23．1％）

アプリ
（19．2％）

オンライン
（17．9％）

•中学校時代
高橋他（2014）

印刷辞書
（85％）

教科書ワード
リスト（54％）

電子辞書
（13％）

ネット
（2％）

現役中学生

教科書ワード
リスト（35％）

印刷辞書
（31％）

電子辞書
（22％）

ネット
（10％）

本研究：英語専攻

授 業 印刷辞書
（35．9％）

電子辞書
（11．5％）

アプリ
（2．6％）

オンライン
（0％）

授業外 印刷辞書
（30．8％）

電子辞書
（19．2％）

オンライン
（3．8％）

アプリ
（3．8％）

表3Ｂ 被験者の高校・中学時代の各種形態辞書の使用に関する先行研究
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表3Dによると，4割の小学生が自分用のスマホを持ち，高校生では9割以

上である（①）。小・中・高校生の半数以上（小55．5％，中49．9％，高60．5％）

が勉強に ICTメディアを使うことがある（「よくある」＋「時々ある」の％：②）

と回答している。中高生にその内容について尋ねると，「英語や国語，古典の

辞書を使う」が最も多かった（中60．1％，高72．4％：「よくする」＋「時々する」

の％）。一方，アプリの使用率はそれほど高くないが，表3Bの結果と比べる

とやや高めである（③）。英語の他に国語も対象であるため数値が高くなるの

かもしれない。

以上のことから，高校以降では電子辞書，中学校では印刷辞書の使用頻度が

最も高い。しかし印刷辞書は高校以降低下し続ける。スマホ等を使ったオンラ

インやアプリ等のオフラインの辞書使用は，現在ほど普及していなかった被験

者の中学生・高校生の頃とは違い，大学（特に授業外）で増える傾向がある。

かつて電子辞書が印刷辞書に取って代わったことがあったように，スマホや

①自分専用の（ ）を持っている
小学生 中学生 高校生

パソコン 7．0％ 11．5％ 13．4％
タブレット 17．0％ 25．4％ 15．0％
スマホ 42．6％ 52．6％ 93．4％

②パソコンやスマートフォン，タブレット
などを使って勉強することが～

小学生 中学生 高校生

よくある 16．1％ 14．6％ 17．9％
時々ある 39．4％ 35．3％ 42．6％
な い 43．0％ 46．7％ 36．8％

無回答・不明 1．5％ 3．4％ 2．6％

③英語や国語，古典の辞書を使う ／ 勉強用のアプリを使う
中学生 高校生 中学生 高校生

よくする 27．4％ 38．2％ 19．2％ 11．5％
ときどきする 32．7％ 34．2％ 23．3％ 18．0％
ほとんどしない 29．7％ 20．4％ 47．5％ 59．5％

無回答・不明 10．2％ 7．2％ 9．9％ 11．0％

表3Ｄ 家庭での学習に関する各種設問と回答

（ただし，電子辞書は除く）
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Wi-Fi環境が普及した現在を鑑みると，全ての学校種での新しい辞書ツールの

使用について今後の動向を注視する必要があるだろう。

2－2－1－2．よく使う電子辞書機能

全78名のうち電子辞書使用者72名を対象に，よく使う機能と今まで知らな

かった（この調査で初めて知った）機能を尋ねた。ただし，電卓，手書き入力，

ズーム表示といった英語学習とは直接関係がない機能は対象外にしている。

（複数回答） 使 用 初 耳
機 能 人 ％ 人 ％

熟語・成句検索 67 93．1 0 0
発音・音読 64 88．9 0 0
例文検索 43 59．7 0 0

スペルチェック 38 52．8 7 9．7
ジャンプサーチ 29 40．3 13 18．1
マーカー・付箋 26 36．1 7 9．7

単語登録・単語帳 22 30．6 4 5．6
ヒストリー・履歴参照 20 27．8 7 9．7
ワイルドカード検索 9 12．5 26 36．1

その他 2 2．8 0 0

表4 各種機能の使用者数と認知度
表4を見ると，どの機能も一定

数の被験者によって使われてい

る。熟語・成句検索機能と発音・

音読機能は9割の被験者によって

使われており，例文検索機能，ス

ペルチェック機能がそれに続く。

それ以外の機能については，使う

被験者は半数以下である。知られ

ていない機能としては，ワイルド

カード検索（単語のスペルが不明

な部分に「？」や「～」を入力す

ると該当する単語の候補を示す機

能）が最多であるが，この機能は学習者にとっては用途が特殊であるため知ら

なくても致し方ないが，電子辞書特有の便利な機能であるジャンプサーチをよ

く使うのが29名と4割しかおらず，13名（約2割）は今回初めて知ったと答

えていることから，これらの被験者は電子辞書を十分に活用できていないと思

われる。

電子辞書の各種機能の使用頻度を調査した他の研究と本研究の結果を比較で

きるように独自にまとめたのが表4Aである。各研究で使用頻度の定義が異な

るため，あくまで筆者の判断・解釈に基づいて作成している。熟語・成句検索，
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例文検索，音声・発音の各機能は比較的よく使われていることがわかる。ワイ

ルドカード検索も含めてスペルチェック関係の機能はあまり使われないようで

ある。この点については，スペルを入力するたびに表示される候補の単語から

選んだり，和英辞書を使うことで探し出すことができるためと思われる。表の

4つの研究は被験者の全員または一部が英語専攻者であるが，共通した傾向は

特に見られない。

様々な便利な機能が充実する一方で，利用者がそれらを使いこなせていない

ことや，電子辞書に特化した辞書指導の必要性は，関山（2005a），関山（2005

b），寺嶋（2007a），Kobayashi（2008），小川（2018）などをはじめ，以前から

指摘されている。「宝の持ち腐れ」にならないように，また効果的な学習につ

なげるためには，電子辞書に特化した指導は不可欠であろう。電子辞書指導に

関してはこの後2－2－4－2．でも触れる。

本研究 Kobayashi
（2008）

中山・大崎
（2009）

時國
（2016）

全英専 英専4割 英語専攻 英含？

熟語・成句検索 ○ ○ ○ ○
例文検索 ○ ○ ○ ○×
発音・音読 ○ ○ － ○

スペルチェック ○ × － －
ジャンプ △ ＊ ○ × ＊

付箋・マーカー △ － － －

単語登録・単語帳 △ △ － －
履歴・ヒストリー △ ○ － ＊
ワイルドカード検索 ＊ × － －

複数辞書検索 － － × ○

表4Ａ 各種機能の使用頻度に関する先行研究との比較

○：よく使われる，△：ある程度使われる，×：あまり使われない
＊：存在を知らない，－：調査対象外
○×：よく使われる一方で，使わない機能の中では最多
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2－2－2．使用辞書の種類に関する設問

2－2－2－1．使用頻度

本被験者の現在までにおける，英和，和英，英英の各種辞書の使用頻度は表5

である

使 う 時々使う あまり
使わない 使わない

辞書 学校種 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

英和

小学校 0 0 2 2．6 9 11．5 67 85．9
中学校 12 15．4 27 34．6 13 16．7 26 33．3
高 校 68 87．2 7 9．0 0 0 3 3．8

大 学 47 60．3 19 24．4 5 6．4 7 9．0

和英

小学校 0 0 3 3．8 6 7．7 68 87．2
中学校 8 10．3 11 14．1 18 23．1 40 51．3

高 校 35 44．9 28 35．9 6 7．7 8 10．3
大 学 30 38．5 26 33．3 7 9．0 14 17．9

英英

小学校 0 0 0 0 1 1．3 76 97．4

中学校 0 0 0 0 5 6．4 72 92．3
高 校 3 3．8 10 12．8 15 19．2 49 62．8
大 学 3 3．8 16 20．5 15 19．2 41 52．6

表5 各種辞書の使用頻度
。英和辞書に関

しては，中学校で使用

（「使う」＋「時々」）と不使

用（「あまり」＋「使わな

い」）の割合がほぼ同じ

で，高校からは使用者が

急増する。和英辞書は，

中学校までは不使用者が

多いが高校からは逆転す

る。使用率が低い英英辞

書は，被験者が英語専攻

ということもあり13名

が高校時代から使ってお

り，大学入学後には19

名（24．2％）に増加する。

大学生を対象にした同様の調査事例の結果は表5Aである。どの研究でも最

も使われるのは英和辞書で，和英辞書は割合がかなり減るもののある程度は使

われ，英英辞書の使用率は極端に低い。被験者が英語専攻の2つ研究では，和

英辞書と英英辞書の使用率が，非専攻者対象の山岸（1998）よりも高い。ただ

本研究の場合は，複数辞書の使い勝手がよい様々な新しい辞書ツールが普及し

ている時代であることもその要因の1つかもしれない。

以上のことから，英語専攻被験者に見られる特徴としては，和英辞書と英英

辞書の使用率が非専攻被験者よりも高い，ということである。

次に，高校時代の各種辞書使用頻度を調べた研究結果（表5B）を見ると，
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英和辞書の使用率が高く

英英辞書が低いことは大

学時代の結果と共通して

いるが，被験者が英語専

攻の本研究では全種辞書

の使用率が非専攻者より

もかなり高い。

大学生を対象にした中

学校時代の各種辞書の使

用状況の調査事例は見当

萩野（1995）
［英語専攻］ よく使う 時々使う あまり

使わない
全く

使わない
英和 94．4％ 5．6％ 0％ 0％

和英 14．4％ 56．7％ 22．2％ 6．7％
英英 1．1％ 4．4％ 12．2％ 82．2％

山岸（1998）
［非英語専攻］ 頻繁に かなり

頻繁に 普 通 ほとんど
不使用 不使用

英和
A大学 51．4％ 24．3％ 20．3％ 4．1％ 0％
B大学 67．4％ 20．7％ 6．5％ 5．4％ 0％

和英
A大学 2．5％ 7．5％ 42．5％ 40．0％ 7．5％
B大学 0％ 18．5％ 33．7％ 30．4％ 17．4％

英英
A大学 0％ 0％ 0％ 22．5％ 77．5％

B大学 0％ 0％ 7．6％ 18．5％ 73．9％

本研究
［英語専攻］ よく使う 時々使う あまり

使わない
ほとんど
使わない 無回答

英和 60．3％ 24．4％ 6．4％ 9．0％ 0％
和英 38．5％ 33．3％ 9．0％ 17．9％ 1．3％
英英 3．8％ 20．5％ 19．2％ 52．6％ 1．3％

山岸（1998）A大学の高校時代

頻繁に かなり
頻繁に 普 通 ほとんど

不使用 不使用

英和 26．3％ 35．1％ 24．6％ 14．0％ 0％
和英 1．8％ 1．8％ 17．5％ 57．9％ 21．1％
英英 1．8％ 0％ 1．8％ 22．8％ 73．7％

本研究（高校時代）
よ く 時 々 あまり ほとんど 無回答

英和 87．2％ 9．0％ 0％ 3．8％ 0％
和英 44．9％ 35．9％ 7．7％ 10．3％ 1．3％
英英 3．8％ 12．8％ 19．2％ 62．8％ 1．3％

表5Ａ 各種辞書使用頻度の先行研究との比較

表5Ｂ 高校時代の各種辞書使用の先行研究との比較
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勝呂（1988）
よ く たまに めったに あまり 不所持

23．0％ 41．0％ 13．0％ 17．0％ 6．0％

種村（2008）

毎 回 よ く たまに あまり ほとんど 全 く
授業で 0．6％ 0％ 27．1％ 8．9％ 29．4％ 27．1％
塾 で 1．6％ 3．8％ 8．1％ 2．2％ 10．2％ 74．2％

家庭で 3．3％ 13．6％ 29．9％ 16．4％ 16．8％ 20．1％

小山（2014）

よ く 時 々 あまり 全 く
16．5％ 39．9％ 25．8％ 17．8％

本研究（中学校時代）
よ く 時 々 あまり ほとんど 無回答

英和 15．4％ 34．6％ 16．7％ 33．3％ 0％

和英 10．3％ 14．1％ 23．1％ 51．3％ 1．2％
英英 0％ 0％ 6．4％ 92．3％ 1．3％

表5Ｃ 中学生の辞書使用頻度の先行研究結果との比較

たらないため，高専学生の中学校時代を調査した勝呂（1988），種村（2008）

と，中学生を対象に調査した小山（2014）の3研究と本研究とを比較した（表

5C）。高専生を対象にした2つの研究では辞書の種類には触れられていない

が英和辞書が基本と思われる。小山（2014）は和英辞書や電子辞書も対象になっ

ている。種村（2008）を除くと，使用率は概ね5～6割である。中学校での辞

書使用率の低さの要因については次の設問で触れる。

参考までに，寺嶋（2007a）で中学校・高校の英語教員の学生時代における

各種辞書の使用頻度を調べているので，その結果を表5Dにまとめる。中学生

時は，英和辞書使用率（「毎日」＋「よく」＋「時々」：以下同様）が64．9％，和英

辞書で33．9％，英英辞書でも0．8％で，本研究の被験者の中学生時代よりかな
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り高い割合であ

る。高校時代は，

英和（98．1％），

和英（75．2％），

英 英（8．6％）

と本研究と大差

はないが，大学

時代では，英和

（92．2％），和英

（82．1％），英英

（73．7％）と驚異的な数字である。本研究の被験者は入学間もない時期の調査

であるため，今後表5Dのような結果になるかどうか動向を注視してみる価値

はある。本研究の被験者よりも英語専門「色」が強い現職英語教員とあって，

全てにおいて高い数値になっている。

2－2－2－2．英和辞書の使用場面と不使用の理由

英和辞書に限定し，使用者に対しては使用する場面を，不使用者には使わな

い理由を，それぞれ尋ねた。

まず，使用場面については表6のとおりである。どの学校種でも授業の予

習・復習が最も

多く，授業中が

それに続く。高

校時代では様々

な場面で使用し

ていることか

ら，最も辞書が

活用される時期

辞書 学校種 毎 日 よ く 時 々 あまり 全 く

英和
中学校 17．4％ 22．4％ 25．1％ 16．9％ 18．2％

高校 73．2％ 22．4％ 2．5％ 1．3％ 0．6％
大学 63．0％ 22．5％ 6．7％ 0．2％ 4．6％

和英
和英 0．8％ 7．1％ 26．2％ 25．7％ 40．2％

高校 8．4％ 30．8％ 36．0％ 9．6％ 15．3％
大学 15．1％ 40．4％ 26．6％ 5．6％ 12．3％

英英
中学校 0．2％ 0％ 0．6％ 14．4％ 84．7％

高校 1．0％ 1．3％ 7．3％ 18．0％ 72．4％
大学 10．5％ 26．2％ 37．0％ 9．2％ 17．2％

小学校 中学校 高 校 大 学
場 面 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

授業の予習・復習 1 1．3 28 35．9 60 76．9 51 65．4
授業中 0 0 22 28．2 62 79．5 41 52．6
受験勉強 0 0 11 14．1 53 67．9 4 5．1

検定英語取得勉強 1 1．3 8 10．3 38 48．7 19 24．4
塾・英会話学校，等 3 3．8 14 17．9 20 25．6 2 2．6

その他 0 0 0 0 1 1．3 1 1．3

表5Ｄ 英語教員の学生時代の各種辞書使用頻度

表6 辞書を使った場面（複数回答）
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であることがわかる。

高橋他（2014）では，全ての学校種において，英語の宿題で辞書を使う割合

が9割を占め，試験勉強（中学：4割，高校：5割，大学：約3割）と塾／他

教科（全2割）がそれに続く。浅羽（1997）では，被験者の専攻分野に関係な

く7割が自宅で授業の予習，授業中は1割程度である。

以上のことから，辞書が最も使われる場面は，被験者が英語専攻か否かに関

係なく，学校の授業の予習のようである。

次に，辞書を使わない理由一覧は表7である。小学校で使わない理由には納

得がいく。中学校で特徴的なのは，教科書巻末にある単語リストを辞書の代用

にした人の多さである。辞書の形態を尋ねた2－2－1－1．で，中学校時に辞書を

使わない・所持していない人数の多さに触れたが，その主な理由がここにある。

井上（2004）や寺嶋（2007b）では，中学校英語教員が辞書指導の時間が取れ

ないことやワードリストを活用している実態が報告されている。なお，大学生

小学校 中学校 高 校 大 学
合計

理 由 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

使用機会が無かった 41 52．6 11 14．1 1 1．3 6 7．7 59
辞書不所持 31 39．7 18 23．1 1 1．3 0 0 50

教員が意味を教えた 18 23．1 11 14．1 1 1．3 0 0 30

教科書巻末リスト 3 3．8 15 19．2 1 1．3 1 1．3 20
教科書ガイド 5 6．4 5 6．4 0 0 0 0 10
市販単語帳 1 1．3 4 5．1 1 1．3 2 2．6 8

辞書を引かず 5 6．4 3 3．8 0 0 0 0 8
他人に尋ねた 1 1．3 1 1．3 0 0 1 1．3 3

引いたが見つけられず 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教員が不使用を指示 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0 1 1．3 1
無回答 3 3．8 2 2．6 0 0 2 2．6 7

表7 辞書を使わなかった理由（複数回答）
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を対象に過去の辞書不使用の理由を調査した先行研究がないため，英語専攻者

特有の傾向の分析はできていない。

2－2－3．一般的な辞書使用に関する設問

2－2－3－1．辞書使用の促し

今までに辞書使用を促された経験の有無と，その促しの詳細について尋ねた。

78名のうち約9割に相当する70名が促しを受けた経験を有していた。受けた

学校種と学年については表8のとおりである。異なる学年で受けることもある

ため

全 体 1年生 2年生 3年生 5年生
人数 ％ 人 数

小学校 2 2．2 1 1 1 1
中学校 30 33．7 21 17 15
高 校 62 69．7 50 40 39

大 学 14 15．7 14 0 0
無回答 8 9．0 4

表8 辞書使用の促しを受けた時期（複数回答）
，各学校種の全体の

人数には複数回答が含ま

れる。また，授業中か授

業外かは尋ねていない

が，次の設問（表9：誰

から促されたか）の回答

を見れば授業中であるこ

とは把握できる。高校で

促しを受けたのが62名（7割）で最も多い。高校では複数の異なる英語科目

があり，促しを受ける機会が多いためと思われる。教科書ワードリストが重宝

される中学校ではその半分以下の33．7％である。両校種とも1年生が最も多

いが，どの学年でも年間を通して（特に高校では約半数の被験者が）促しを受

けている。

誰から，どの程度（頻度），その促しに対してどうしたか（対応）の各設問

の回答結果は表9である。一般的に学習者から嫌厭されがちな辞書使用である

が，本研究では「英語教師から」「頻繁に」辞書使用の促しを受け，「そのとお

り従っていた」被験者が多い。2－1－2．で触れた典型的な英語専攻者の特徴を反

映した結果である。一方で，そのような学習者は周囲から促されなくても自発

的に辞書を使うという考え方もできるが，その真偽はわからない。辞書使用の
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促しに対する学習者の詳細を調べた先行研究はほとんどないため，この結果が

英語専攻者に帰するものなのかどうかの分析まではできていない。

2－2－3－2．第一語義以外に参照する情報

辞書を引いた際に第一語義以外に参照する情報を複数回答で尋ねた結果が表

10である。辞書を使う主たる目的が語義を調べることであることが多いが，64

名（8割）が第一語義だけで済ませることなく「第二語義以降」まで参照して

いる。次に例文，綴り，発音（7割），熟語・成句，品詞（5～6割）が続く。

それ以下の項目は参照者が急減し3割に満たない。

誰から
小学校 中学校 高 校 大 学 合計
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人

英語教師 2 2．9 24 34．3 64 91．4 14 20．0 104
塾講師 0 0 4 5．7 6 8．6 0 0 10
親 族 0 0 1 1．4 0 0 0 0 1

その他 0 0 0 0 1 0 0 0 1

頻 度
小学校 中学校 高 校 大 学 合計

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人
常 に 0 0 5 7．1 25 35．7 4 5．7 34
頻繁に 1 1．4 12 17．1 32 45．7 5 7．1 50

時 々 1 1．4 10 14．3 10 14．3 1 1．4 22
数 回 0 0 3 4．3 1 1．4 4 5．7 8

対 応
小学校 中学校 高 校 大 学 合計
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人

従った 2 2．9 20 28．6 45 64．3 10 14．3 77

ある程度 0 0 6 8．6 20 28．6 3 4．3 29
あまり 0 0 1 1．4 3 4．3 0 0 4

従わなかった 0 0 1 1．4 0 0 0 0 1

表9 辞書使用の促しを受けた人物，頻度，それに対する対応
（複数回答）
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大学生が辞書を引いた際に参照する情報

について調査した4つの先行研究の結果が

表10Aである。Hatakeyama（1998）では

参照頻度を“very often”から“never”ま

での5段階で尋ねている。研究によって選

択肢の情報や順位は異なるが，参照率が高

い（5割以上）情報に注目すると，語義の

9割を除くと，熟語・成句，例文，スペル

が該当する。一方，発音，文法，語法，品

詞の参照率はそれほど高くない。

英語系専攻者を対象にした研究結果を比

べると，Hatakeyama（1998）では，英語専

攻の学生は発音と例文の参照率が非専攻の

Hayakeyama（1998）：英語専攻12％
very often＋often never
語義（97％） 語源（52％）
熟語（60％） 図表（46％）
スペル（60％） 文化情報（44％）
例文（54％） ハイフネーション（39％）
発音（37％） 重要度（30％）
活用形（36％）
品詞（29％）
文型（24％）
同義語（20％）
重要度（16％）
文化情報（7％）
図表（7％）

ハイフネーション（5％）

言語生活編集部（1984） 畠山（1996）
非英語専攻 非英語専攻

意味・用法（28．6％） 語義（97．6％）
スペル確認（21．7％） 熟語・成句（64．6％）
発音・アクセント（18．5％） 語法（58．5％）

文法（13．8％） 綴り（56．9％）
慣用句・前置詞（13．8％）用例・例文（56．2％）

その他（3．7％） 発音（38．0％）
語形変化（37．5％）
品詞（28．8％）

語の切れ目（6．1％）

浅羽（1997）
外国語 経 営 法

例文（44．0％）例文（42．5％）例文（55．1％）
語法・文化
（36．9％）

語義のみ
（36．1％）

語義のみ
（24．1％）

語義のみ
（20．2％）

語法・文化
（25．5％）

語法・文化
（20．8％）

事 項 人 ％
第二語義以降 64 82．1
用例・例文 56 71．8
スペル・綴り 55 70．5

発音（記号），強勢 55 70．5
熟語・成句 45 57．7
品 詞 43 55．1

類語・同義語・反意語 22 28．2
語法・用法・文型 17 21．8
語形変化・派生語 11 14．1
挿絵・図・写真 8 10．3
語源・歴史 4 5．1
コラム欄 4 5．1
重要頻度の印 1 1．3

語の切れ目・分節 1 1．3
付 録 0 0

表10 英和辞書の参照情報

表10Ａ 参照情報に関する先行研究
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学生よりも15％近く高いことが説明されている。浅羽（1997）では，発音は

回答選択肢に無かったせいか言及されていない。本研究を含めて計3つの英語

系専攻者を対象にした研究結果に共通した傾向は特に見出せないが，例文はよ

く参照するようである。

第一語義だけ確認するとそのまま閉じてしまう（電源を切ってしまう）学習

者が多いと思われがちであるが，実際にどの程度深く参照しているかは別とし

て，被験者の専攻分野に関係なく様々な情報を参照していることがわかる。

2－2－3－3．未知の単語があったときの対処

予習・復習や何気ないときに知らない単語に遭遇したらどうするか（したか）

を複数回答で尋ねた。表11を学校種別に見ていくと，中学校では「教科書の

巻末単語リストを使う」が40名（51．3％）で最も多く，「辞書を引く」，「教師

など誰かに尋ねる」が続く。2－2－1－1．と2－2－2－2．で触れた教科書巻末単語リ

ストの件がここでも結果に表れている。被験者が中学生の時には携帯情報端末

が個人所有レベルで普及していない（あるいは所持を許されていない）ためか

「ネットで調べる」は18名（23．1％）であるが，現在の中学生であればもっと

中学校 高 校 大 学 合計
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人

辞書を引く 32 41．0 74 94．9 68 87．2 174
ネットで調べる 18 23．1 60 76．9 51 65．4 129
市販単語帳を使う 9 11．5 31 39．7 14 17．9 54

教師など誰かに尋ねる 28 35．9 32 41．0 7 9．0 67
教科書巻末リストを使う 40 51．3 11 14．1 51
市販教科書ガイドを使う 6 7．7 2 2．6 8

特に何もしない 9 11．5 0 0 0 0 9
その他 1 1．3 0 0 0 0 1
無回答 0 0 0 0 2 0 2

表11 未知語遭遇時の対処（複数回答）
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多いと思われる。高校と大学では「辞書を引く」（大学95％・高校87％），

「ネットで調べる」（大学77％・高校65％）の順になっており，辞書使用率が

高くなる。高校では副教材や受験勉強用に所有している市販の単語帳を4割近

くが使っている。その単語帳を引き続き大学入学後も使い続けている学生がそ

れなりにいることがわかる。この設問に関する比較対象の研究がないため，英

語専攻者特有の傾向分析はできていない。

2－2－3－4．読解中の辞書を引くタイミング

読解中に未知語に遭遇したらいつ辞書を引くかを尋ねたところ，「ある程度

読み進んでから」が35名（45％）で最も多く，次いで「未知語がある毎に引

く」（36％）である。前後の文脈から推測を試みるのは13名（約17％）に留

まっている（表12）。

対 応 人数 ％
未知語がある毎に 28 35．9

ある程度読んだ後で 35 44．9
引かずに推測する 13 16．7
意味を知ろうとしない 1 1．3

表12 読解中の辞書引きタイミング他の研究結果（表12A）を見ると，英語

専攻か否かに関係なく大学生は概してある

程度読み進んでから引く割合が高い。一方

高校生は未知語毎に引く割合が高い。これ

と同様の傾向が本研究の被験者にも見られ

るが，本研究が大学入学後間もない時期の

未知語毎に ある程度
読んだ後で

辞書引かず
類推 その他

佐藤
（1995）
［英専］←

高校生 62．0％ 14．0％ 21．0％

短大生 12．0％ 68．0％ 24．0％
大学生 23．0％ 42．0％ 38．0％

浅羽
（1997）

外国語 32．1％ 59．5％ 9．5％

経 営 31．9％ 65．9％ 2．1％
法 49．4％ 44．9％ 5．7％

本研究 英 専 35．9％ 44．9％ 16．7％ 2．6％

表12Ａ 辞書引きのタイミングに関する先行研究との比較
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調査ということが要因かもしれない。なお，浅羽（1997）の「その他」には「類

推する」も含まれる可能性があるが，特に説明はなく詳細は不明である。

3．まとめと考察（1）

本論で扱った各設問の結果をまとめる。本研究の被験者は全員英語専攻とい

うこともあり，多くが小学校時から課外で英語に触れ，英語が好きで得意科目

であり続け，「ジーニアス」使用者が多い。電子辞書が普及する以前は英語専

攻者の印刷辞書所持冊数は非専攻者よりも多かったが，様々な形態の辞書が普

及した現在ではその傾向は見られない。

中学校時は印刷辞書使用者が多い一方で，辞書不所持者と不使用者とで半数

近くを占める。高校時は電子辞書使用者が多く大学ではさらに増加する。逆に

印刷辞書使用者は激減する。スマホなどの携帯端末を使ったオンライン辞書や

アプリの使用者が増加傾向にある。被験者の9割が電子辞書使用者で，熟語・

成句検索，例文検索，発音の各機能をよく使う。英語専攻者に見られる傾向と

して，非専攻者よりも電子辞書使用率がかなり高く，印刷辞書使用率はやや高

い。

どの学校種でも英和辞書が最もよく使われ，英英辞書はほとんど使われない。

英語専攻者は非専攻者と比べると，和英辞書と英英辞書の使用率が高く，高校

時代における全種辞書の使用率が高い。究極の英語専攻者である英語教員の学

生時代の各種辞書使用頻度は，本研究の被験者よりもかなり高い。辞書を使う

場面は授業の予習が最も多い。一方，中学校では辞書使用率が低く，教科書巻

末の単語リストが代用されていたケースが目立った。

被験者の9割が辞書使用の促しを受けた経験を有し，その7割が高校時代で

ある。またどの学校種でも英語教員から頻繁に辞書使用を促されそれに従って

いた。辞書を引いた際によく参照する情報は，例文，熟語・成句，スペル（英

語専攻者は特に例文）である。未知語があると，中学校時代には教科書巻末単
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語リストをよく利用し，高校以降は辞書で調べる割合が増える。英文読解中で

は，ある程度読み進んでから辞書を引く者が多い。いずれも英語専攻者特有の

傾向の有無は不明である。

後半の辞書指導に関する設問と辞書使用の実践に関する設問の結果・分析と

まとめ・考察は，論頭で触れたように，別論（2）で紹介し，両論の総括も行

う予定である。

注
1）当該論文の結果解釈文中には57．1％とあるが，グラフの値と見比べると38．9％の誤り
と思われる。
2）小山・山西（2017）では，読む時と書く時の2つの場合を尋ねているが，本研究では読
む時の値を示している。
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